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整形外科学 
【科目名】整形外科学 【担当教員】粟生田博子、他 

(メールアドレス) 
aoda@nur.ac.jp 
(オフィスアワー) 
 

【授業区分】 
専門基礎分野（臨床医学） 

【授業コード】 
2-12-0316-0-3 

【開講時期】 
2 年次 通年 

【選択必修】 
PT・OT 必修／ST 選択 

【単位数】2 単位 【コマ数】23 コマ 
【注意事項】 
(受講者に関わる情報・履修条件) 
特になし 
 
 
(受講のルールに関わる情報・予備知識) 
特になし 
 
 
【講義概要】 
（目的）整形外科領域における病態，臨床症状，診断，治療などについて学修することを目的とする。 
（方法）身体の姿勢および運動器に関する臨床医学であり、小児整形外科，脊椎・脊髄外科，関節外科，骨

折・外傷の外科，手の外科，骨・軟部腫瘍学といった各分野の中で、リハビリテーションを必要とする代表

的な疾患について講義を行う。 
【一般教育目標(GIO)】 
・国家試験をパスする為に必要な知識 
【行動目標(SBO)】 
・整形外科疾患についての説明ができる。 
【教科書・リザーブドブック】 
鳥巣岳彦 国分正一 他著・「標準整形外科学 第 11 版」医学書院、2011 年. ¥9,980 
【参考書】 
随時プリントを使用する。 
【評価に関わる情報】 
(評価の基準・方法) 
成績評価基準は本学学則規定の GPA 制度に従う。 
試験 60 点以上を合格する。 
 
【達成度評価】 試験 小 テ

スト 
レポート 成 果

発表 
実技 ポートフォ

リオ 
その他 合計 

総合評価割合 90 0 0 0 0 0 10 100 点 
評 取り込む力・知識 90 0 0 0 0 0 0 90 
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価

指

標 

思考・推論・創造の力 0 0 0 0 0 0 0 0 
コラボレーションとリーダーシッ

プ 
0 0 0 0 0 0 0 0 

発表力 0 0 0 0 0 0 0 0 
学修に取り組む姿勢 0 0 0 0 0 0 10 10 

【授業日程と内容】 
回数 講義内容 授業の運営

方法 
学修課題(予習・復習) 時間(分) 

１ 基礎科学、診断学総論 講義 
教員 粟生田 

  

２ 治療学総論、感染症 講義 
教員 粟生田 

  

３ リウマチ疾患、慢性関節疾患 講義 
教員 青木 

  

４ 手関節、手指 講義 
教員 小野 

  

５ 胸椎 講義 
教員 粟生田 

  

６ 代謝性骨疾患、腫瘍 講義 
教員 青木 

  

７ 循環障害、系統疾患 講義 
教員 村岡 

  

８ 神経、筋疾患 講義 
教員 村岡 

  

９ 頸椎、胸郭 講義 
教員 村岡 

  

１０ 肩、肘関節 講義 
教員 西川 

  

１１ 肘、手関節 講義 
教員 西川 

  

１２ 胸椎、腰椎 講義 
教員 粟生田 

  

１３ 膝関節 講義 
教員 佐々木 

  

１４ 足関節 講義 
教員 粟生田 

  

１５ 外傷総論、軟部損傷 講義 
教員 粟生田 
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１６ 股関節 講義 
教員 野本 

  

１７ 股関節、膝関節 講義 
教員 野本 

  

１８ 骨折、脱臼総論 講義 
教員 粟生田 

  

１９ 骨折、脱臼各論 講義 
教員 粟生田 

  

２０ 骨折、脱臼各論、脊椎損傷 講義 
教員 粟生田 

  

２１ スポーツ医学、リハビリ 講義 
教員 粟生田 

  

２２ 脊椎損傷、脊髄損傷 講義 
教員 小股 

  

２３ 末梢神経損傷 講義 
教員 小股 

  

※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 
※学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の 3 倍)に含むべき時間を示します。 
 
 




